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令 和 ２ 年 第 １ ０ 回 江 東 区 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

１ 開会年月日  令和２年１０月２３日（金）午前１０時００分 

 

２ 閉会年月日  令和２年１０月２３日（金）午前１０時３１分 

 

３ 開 会 場 所       教科書センター（江東区教育センター内） 

 

４ 出 席 委 員       本多健一朗（教育長）、橋本俊雄（教育長職務代理者）、 

         進藤孝、眞貝裕利子、鈴木清人 

 

５ 出 席 職 員       武越教育委員会事務局次長、 

         池田庶務課長、半田学校施設課長、太田整備担当課長、 

         大町学務課長、伊藤指導室長（教育センター連絡調整担当課長兼務）、 

         堀越教育支援課長（教育センター所長兼務）、河野地域教育課長、 

         栗原江東図書館長、佐久間主任指導主事、 

 

６ 議題 

  日程第１ 教育長職務代理者の指名について 

 

７ 報告事項  

（１）令和２年第３回区議会定例会（教育委員会関係）について 

（２）令和３年度当初予算要求について 

（３）令和２年度校園長・幼稚園副園長・教育管理職選考受験の状況について 

（４）江東区立小学校外国人講師派遣事業委託公募型プロポーザルの実施について 

 

８ 審議概要 

本 多 教 育 長  それでは、ただいまより、令和２年第１０回江東区教育委員会定例会を

開会いたします。 

 本日の会議録署名委員を御指名いたします。眞貝委員、鈴木委員にお願

いいたします。 

 それでは、審議に入ります。 

 議事進行上の関係から、審議順を変更いたしまして、日程第１について

は、報告事項の終了後に審議することといしたいと存じます。 

 それでは、報告事項１、令和２年第３回区議会定例会（教育委員会関係）

について、事務局より説明を願います。 

 

武越事務局次長  それでは、令和２年第３回区議会定例会の教育委員会関係について、

少々お時間をいただきまして、御報告を申し上げます。資料１を御覧くだ

さい。 
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 第３回定例会は、９月２５日の本会議で５名の代表質問が、２８日の継

続本会議で８名の通告による質問が行われまして、全体で４３本の質問

がございました。そのうち教育関連では、資料に記載のとおり５本の質問

がありました。質問と答弁の概要は、資料に記載のとおりですが、ここで

はポイントのみを述べさせていただきます。 

 まず１人目は自民党の米沢和裕議員の代表質問で、ＧＩＧＡスクール

構想に関する質問でしたが、（２）の整備に向けた検討状況については、

事務局と小中学校で組織する教育情報化推進委員会にて、端末のＯＳや

機種、学習支援サービス等、具体的な検討を行っており、今後、パイロッ

ト校を指定するなど、検討を重ねていく旨を回答しております。 

 ２ページをお開きください。２人目は共産党の赤羽目民雄議員の代表

質問で、主に（１）少人数学級を進めるべきとの質問でしたけれども、特

別区教育長会でも要望を出しているところでありまして、今後も国都の

動向を注視していく旨の答弁をいたしました。 

 ３人目は民政クラブの酒井なつみ議員の通告質問で、性教育の充実に

関する質問でしたが、（１）では、中学校学習指導要領に基づき、指導を

行っているが、こどもたちの心身の成長には個人差があるため、個々の指

導の充実が課題である。また、３ページをお開きいただきまして、（３）

家庭における性教育につきましては、保護者は家庭教育学級やＰＴＡ主

体の地区教育学級や講演会等の参加を促しており、今後とも要望を踏ま

えて取り組んでいく旨の答弁をいたしました。 

 ４人目は自民党の重松佳幸議員の通告質問で、ＧＩＧＡスクール構想

に関する質問でしたが、（１）ＩＣＴ教育の推進では、新しい授業スタイ

ルを確立し、学びの転換を図っていくということ。（２）の現在の補正予

算によるタブレットの貸出し等に対する成果と課題につきましては、家

庭、こどもたちからの評価は高い一方で、保護者の端末を活用している家

庭では、使用時間が限られてしまうなどの課題がある旨の答弁をいたし

ました。 

 ４ページをお開きいただければと思います。５人目は自民党の金子ひ

さし議員の通告質問ですが、主にプログラミング教育についての質問で、

昨年度は２校をプログラミング教育研究校に指定し、他校でもすぐに実

践できるよう授業の公開を行ってきており、全小学校の指導計画が作成

できた旨の答弁をいたしたところであります。 

 簡単ですけれども、一般質問につきましては以上でございます。 

 次に、特別委員会について御報告を申し上げます。９月３０日に一般会

計補正予算（第５号）を審査する令和２年度予算審査特別委員会が開催さ

れ、その翌日の１０月１日から１０月７日にかけまして、令和元年度決算

を審議する令和元年度決算審査特別委員会が開催されました。 

 まず補正予算の審査につきましては、前回の教育委員会でも御報告を

申し上げましたけれども、教育委員会としては幼稚園、小中学校、きっず
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クラブの感染症対策に関わる経費で２７０億円余、修学旅行と移動教室

の代替として、「思い出プロジェクトＫＯＴＯ２０２０」の経費で２,５

００万円、修学旅行のキャンセル料、小学校入学前の健康診断における体

制強化としての看護師等の配置等を審議していただきました。教育に関

する質疑は特になくて、全会一致で可決されております。 

 また、翌日からの決算審査特別委員会では、教育施策について、資料５

ページの記載のとおり、各会派、合計８人から質問をいただき、それぞれ

教育委員会事務局の担当課長が答弁しております。今回は、学校支援地域

本部や特別支援教育、ＧＩＧＡスクール構想などの質問がなされており

ます。 

 次に、文教委員会について御報告いたします。６ページをお開きくださ

い。９月２８日の臨時の文教委員会は、議案第１０６号、９月１１日の第

９回教育委員会で御審議、御可決いただいたもので、学校施設使用料の引

上げについて、コロナの影響に鑑み、本年１０月１日からの実施を、来年

３月３１日まで据え置くべく、条例の改正案を提示したものです。こちら

については全会一致で可決されております。 

 次に１０月１３日の文教委員会ですけれども、議題は、記載の２９件に

なります。まず議題１の議案第１０７号は、国の給付額等の改正に伴い、

本区の条例を改正するもので、前回の教育委員会定例会で御審議、御可決

いただいものであります。本件も全会一致で可決されております。 

 次に議題２から議題２０までは、いずれも継続審議となっている請願・

陳情でありまして、状況に変化がないことから、引き続き継続審議として

おります。 

 次に議題２１から２９までは新規の陳情となっています。 

 まず議題２１、２陳情第３５号及び議題２９、２陳情第５０号は、いず

れも給食費の無償化を求める陳情ですが、既に低所得者等への負担の軽

減策も講じていることからも、現時点では無償化する考えはない旨の説

明をし、継続審査となっております。 

 次に議題２４、２陳情第４２号につきましては、区立幼稚園の在り方の

方針に係る陳情でありまして、表題のとおり、３年保育や公営の認定こど

も園の実施を求めるものです。幼稚園関係のほかの陳情等も含めまして、

今後、幼稚園の在り方の方針の見直しも検討する必要がある旨の説明を

し、継続審査となっております。 

 次に、今、御説明しました議題２４を除いて、議題２２から議題２８ま

では、いずれも新型コロナウイルスへの対応に関する陳情で、主な内容は、

濃厚接触者以外の教員や、きっずクラブ事業者等にも、定期的にＰＣＲ検

査を実施することを求める陳情となっています。区としては現在、保健所

による疫学的調査に基づきまして、濃厚接触者を特定した上で、ＰＣＲ検

査を実施しており、現時点では、それ以外に検査対象を広げる考えはない

旨の説明をし、継続審査となっております。 
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 議題につきましては以上でございます。 

 次に、報告事項についてですけれども、資料に記載とおり８点ございま

すが、いずれも教育委員会定例会で御報告、または御協議いただいた案件

ですので、説明は省略させていただきます。 

 以上、長くなりましたが、報告させていただきます。 

 

本 多 教 育 長  本件について質疑願います。 

 

鈴 木 委 員  文教委員会で、陳情で幼稚園の４園廃園とか見直しというのを結構多

く、今回も３年保育、大島幼稚園認定こども園化等々が出ていますけれど

も、全体的にどういうふうな陳情と答弁みたいな流れになって、今後、ど

のように考えているのかを聴きたいんですね。 

 

大 町 学 務 課 長  平成３０年度に策定いたしましたあり方に関する基本方針と実施計画

では、４園の廃園と３歳児保育、預かり保育の２園での実施、そして大島

幼稚園を候補園とした認定こども園の転換ということで、計画を策定い

たしましたけれども、最新の人口推計、あるいは計画値をさらに上回る園

児数の減少といったものを受けて、まず適正配置、４園の廃園については

予定どおり進めていきつつも、３歳児保育園の高いニーズと、実際の園児

数の動向を踏まえて、先ほど次長から御説明差し上げたとおり、計画の見

直しも今後検討していくというふうに答弁差し上げております。以上で

ございます。 

 

鈴 木 委 員  そうすると、園児数が減って、４園廃園は予定どおりいくんだけれども、

３歳児保育に関しては非常に要望が強いので、これは増設というか、増ク

ラスをしていかなきゃならないというような、同じ幼稚園でも、少なくな

っている部分と人気の高い部分とが混在してきたということですか。 

 

大 町 学 務 課 長  お尋ねのとおり、豊洲幼稚園と南陽幼稚園の２園に、応募が集中してお

り、二極化の様相を呈しているという状況ございます。教育委員会として

は、非常に高い３歳児保育へのニーズに応えていくためには、３歳児保育

実施園の増、ただし、それに伴って適切な園児数の規模を今後も保持して

いくためのさらなる適正配置というのを併せて考えていかなければいけ

ないかなというふうに考えております。以上でございます。 

 

本 多 教 育 長  よろしいですか。ほかいかがでしょうか。 

 

眞 貝 委 員  １陳情第５５号なんですけれども、区立幼稚園の民営化をしないとい

うことが陳情に出ていますけれども、こういうような動きというのはあ

るんでしょうか。 
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大 町 学 務 課 長  認定こども園の展開につきましては、実施計画の中では、１園を実施す

るものとしておりまして、大島幼稚園がその候補園として現在、挙げられ

ております。この運営形態につきましては現在、公立私立のいずれかにす

るということで、まだ決定は見ておりませんけれども、今後、実際に計画

の見直しも含めて、運営形態についても、あわせて検討してまいりたいと

考えております。以上でございます。 

 

武越事務局次長  補足しますけれども、この陳情の趣旨でいうと、民営化、いわゆる今の

公立を、保育園みたいに民営化するということではないし、こちらのほう

でも、そういった計画は全くないところであります。 

 今回、新しく大島幼稚園を認定こども園に展開する際に、公立にするか、

民営にするかというのは検討しているところですので、それについては

公営でやってくれ、民営でやらないでくれといった趣旨になってござい

ますので、既存の幼稚園を民営化するという考えではないということな

ので、改めて答弁させていただきます。 

 

本 多 教 育 長  よろしいでしょうか。ほかいかがでしょうか。 

 では、本報告を終了いたします。 

 続いて、報告事項２、令和３年度当初予算要求についてを説明願います。 

 

武越事務局次長  それでは、令和３年度の当初予算要求について御説明をいたします。資

料２を御覧ください。 

 来年度の予算要求は今月１０月２日に締め切られまして、現在、財政当

局とのヒアリング、予算折衝が始まっているところでございます。今回の

予算要求は、資料の上段にもありますように、教育委員会全体で３５８億

円余で、令和２年度予算に比べて１０％程度の増額要求をしているとい

うような状況でございます。 

 この下の１、令和３年度の児童数等、予算要求に当たっての基礎数値の

推計を記載しております。予算の増額要求の背景には、小中学校の児童生

徒数、合わせて１,１００人程度の増加を見込んでの予算要求となってお

りますけれども、一方で幼稚園につきましては、クラスは９クラス減、園

児数も６６人の減少であり、幼稚園のほうは小規模化が一層進むという

推計をしているところでございます。令和３年度予算は、この基礎データ

をもとに要求してございます。 

 このうち主なレベルアップ事業は、２を御覧いただければと思います。

１つ目の丸、小学校特別支援教育事業では、教育センターの就学相談等、

各種相談内容のデータベース化を図りまして、スピーディかつ適切な支

援が行えるよう特別支援教育システムを導入する経費を要求しておりま

す。 
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 ２つ目の丸は、図書館運営事業で、書籍消毒機の導入や、土木部と連携

しまして各図書館内を、ボランティアの育成により緑豊かにするという

ような経費を要求しているところでございます。 

 次に、このほかの要求につきまして、別紙の横の分で、一覧を御覧いた

だければと思います。全体的には、事業終了や実績により要求額は増減し

ておりますが、主なところだけ簡単に申し上げます。 

 まずこの表の６番、学校支援地域本部事業では、地域支援本部にオンラ

イン環境を整えるための経費を要求しております。 

 １ページめくっていただきまして、３ページの３０番、部活動振興事業

では、指導員の増員をお願いしています。それと３５番、適応指導教室事

業では、スクールカウンセラーの増配置やブリッジスクールへのＩＣＴ

導入経費を要求しております。 

 ４ページをお開きください。４４番、教育センター改修事業では、設計

を今年度終了して、令和３年度に改修工事を行う経費を要求しておりま

す。 

 ５ページをお開きください。５７番、小学校移動教室運営事業では、コ

ロナ対策として密を避けるため、例年の２倍程度のバスで移動するため

の経費を要求しているところであります。 

 ６ページをお開きください。６１番、小学校教育情報化推進事業では、

この１２月に補正予算を要求する予定のＧＩＧＡスクール構想に基づく

１人１台の端末が実現した際のランニングコスト等について要求してい

るものでございます。 

 ６８番から、７ページの７６番までにつきましては、計画的に改築や大

規模改修、主要対策としての増築等に係る経費について記載してござい

ます。 

 ７７番からは中学校の経費となりますが、その中での８１番や８ペー

ジの８６番などは、小学校の増と同様の理由で増額要求をしているとこ

ろであります。 

 ９ページ、御覧いただいて、下段の１０８番は、深川図書館の大規模改

修に伴い、工事期間中の仮設の建物の整備費を要求しています。 

 １０９番では、白河こどもとしょかんを、住吉の児童向け複合施設に入

るこどもとしょかんに移転するための経費及び開設の準備に係る経費を

要求しているところであります。 

 今後の当初予算編成の日程ですけれども、１１月９日に首脳部ヒアリ

ングにおいて、教育委員会としての予算要求内容を区長等にお伝えし、予

算折衝、予算査定を経て、１２月の区長査定により経常的な経費は内示と

なります。臨時的な経費は翌年の１月中旬に内示といったスケジュール

となりますので、また、この委員会のほうで説明させていただければとい

うふうに考えております。 

 長くなりましたが、説明を終わります。 
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本 多 教 育 長  本件について質疑願います。 

 

鈴 木 委 員  ２点ほどお聴きしたいんですが、１点は、カナダの短期留学の件ですけ

れども、コロナの関係で中止になっているということがあったと思うん

ですが、大分カナダ、長いんですけれども、ほかに見直すということは考

えないでしょうか、将来に向けて。ちょうどいい機会ではないかなという

ような気がするんですが。 

 それが１点と、もう一点はスクールロイヤーの活用事業なんですけれ

ども、昨年と同じような金額の要求になっておりますが、今、どんな活動

をやっているのか、教えていただきたいんです。 

 

伊 藤 指 導 室 長  まず、カナダの短期留学についてですけれども、これまで３３回実施し、

サレー市とは姉妹都市として表敬訪問を行うなど、これまで相互にこど

もたちの教育について前向きに一緒に考えてきていただいた経緯があり

ますので、今のところ、見直しをするということは考えておりません。 

 また、スクールロイヤーにつきましては、保護者から紙面で報告を求め

られたり、弁護士を同席して議論したいという求めがあったりしたとき

などに、法律の専門家からの助言により、適切に対処できたケースがたく

さんあります。 

 結果として、対応が長引くことなく教員等の負担が少なくなり、そのこ

とによって、こどもたちが安全で安心して過ごせる環境が整えられるこ

とになっていると教育委員会としては考えているところです。 

 

鈴 木 委 員  今のスクールロイヤーですけれども、３５０万円の予算要求なんです

が、昨年と変わらないんですけれども、恐らくこれは人件費的な１年間の

決まった金額ということで、契約されるのではないかというふうに想定

するんですけれども、昨年は何回ぐらい、どんなふうな形で、このスクー

ルロイヤーを数的にも活用したのか。例えば毎月１回、何か定例がありま

すとか、事案があったときにお願いしていますというので、実績みたいな

ものが分かれば教えてください。 

 

伊 藤 指 導 室 長  昨年度は、相談件数として延べ７９件の対応がありました。また、スク

ールロイヤーとは、月に１回程度、会合を行い、教育委員会の担当と事務

担当も交えて、それまでの取組と今後の在り方などについて、確認と情報

交換を行っています。 

 

鈴 木 委 員  よく分かりました。もう少し聴きたいんですけれども、その７９件とい

うのは、今言われているようないじめだったり、ＳＮＳだったりというこ

とが多いのでしょうか、その辺を教えてください。 
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伊 藤 指 導 室 長  案件としては、いじめ等に起因するものが多く、その上で、保護者から

学校の対応に対する苦情として対応したものが多かったです。 

 

鈴 木 委 員  ありがとうございました。 

 

本 多 教 育 長  ほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、本報告を終了いたします。 

 続いて、報告事項３、令和２年度校園長・幼稚園副園長・教育管理職選

考受験の状況についてを説明願います。 

 

伊 藤 指 導 室 長  それでは、校園長・幼稚園副園長・教育管理職選考受験の状況について

報告いたします。資料３を御覧ください。 

 初めに幼稚園です。本年度は、園長選考・副園長選考とも、受験者はあ

りませんでした。 

 次に小学校です。校長選考の受験者が２４名、そのうち１３名が一次選

考に合格いたしました。９月下旬に二次選考の面接を実施しております。

また、主に指導主事となるＡ選考の受験者が１名、主に副校長となるＢ選

考の受験者が５名でございます。年齢５０歳以上が対象で、即戦力として

翌年度の昇任となるＣ選考につきましては、受験者が２名となっており

ます。 

 次に中学校です。校長選考の受験者が６名、そのうち３名が一次選考に

合格いたしました。小学校同様、既に９月下旬に二次選考の面接を実施し

ております。中学校では、Ａ選考の受験者が１名、Ｂ選考の受験者が４名

です。Ｃ選考の受験者はおりません。 

 今後の管理職選考受験者の確保に向け、校園長会と連携しながら、さら

なる努力を重ねてまいります。 

 なお、小中学校の最終的な合格発表は１１月末を予定しております。 

 報告は以上でございます。 

 

本 多 教 育 長  本件について質疑願います。 

 

橋 本 委 員  幼稚園の管理職は受験生ゼロということで、ここのところすごく少な

くて、管理職のなり手がないと言われているんですが、今後もやっぱりこ

ういう傾向に、これは江東区だけの問題ではないと思っているんですが、

ほかもだんだん下がってきていて、管理職への魅力がないというような

話が出ているんですが、その辺、江東区もそんな感じですか。 

 

伊 藤 指 導 室 長  幼稚園につきましては、特別区全体で連携をしながら取組を進めてい

るところです。特別区全体として主任選考、副園長選考、園長選考の受験
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者が少なくなっている状況です。特別区としてアンケート調査を実施し、

対応について考えていく方向です。 

 また小中学校につきましては、本区は非常に校園長会が熱心に取り組

んでいただいており、管理職の受験者だけでなく、若手についても、研修

を受ける機会を年に１０回ほど設けています。これは、他区よりも多い回

数になっています。このような研修に参加することにより、この先、自分

が管理職になりたいというビジョンが持てるような取組を進めておりま

す。 

 

橋 本 委 員  ありがとうございます。 

 

本 多 教 育 長  幼稚園の場合は、区の職員という規定があるわけで、小中学校とちょっ

と状況は違うかなと思っています。ありがとうございます。 

 ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、本報告を終了いたします。 

 続きまして、報告事項４、江東区立小学校外国人講師派遣事業委託公募

型プロポーザルの実施についてを説明願います。 

 

堀越教育支援課長  資料４を御覧いただきたいと存じます。まず件名ですが、江東区立小学

校外国人講師派遣事業委託プロポーザルになります。小学校の表記をさ

せていただいておりますが、有明西学園と有明小学校につきましては、小

中一貫教育の関係がございますので、別の業者になります。それ以外の小

学校ということになります。 

 ２の目的を御覧いただきたいと思います。区立小学校の外国語活動等

の英語を用いた授業に外国人講師を派遣し、主体的に英語を用いてコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を養うことを目的として、外国人講

師の派遣事業を行っているところでございますが、前回のプロポーザル

から３年が経過いたしまして、環境の変化に合わせた質の高い英語指導

を児童に対して行うために、公募型のプロポーザルにより業者を選定す

るものでございます。 

 選定の内容でございますが、書類審査の第１次審査、プレゼンテーショ

ン審査の第２次審査の評価点の合計が最も高い者を受託候補者として選

定するものでございます。 

 契約期間については、令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

の１年間の契約となり、その後、２度、業者が適正であれば更新するとい

う形になります。 

 ５番に日程の案を表記させていただきました。このような手順で進め

させていただきまして、選定業者が決定した段階で、改めて報告をさせて

いただきたいと存じます。よろしくお願いします。 
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本 多 教 育 長  本件について質疑願います。 

 

進 藤 委 員  今までの外国語の講師の数ということなんですけれども、これから英

語が教科になりますので、外国人講師の数的には、どんなふうな増減があ

るんでしょうかということを教えてください。 

 

堀越教育支援課長  昨年度実績で言いますと、各学校の５年生と６年生に３０時間の配置

をしておりました。おおむね各学校１名のＡＬＴが来て、クラスを時間割

で回っていくという形に。今年度からは、学習指導要領の改訂に伴いまし

て、３年生、４年生に３５時間の外国語活動、そして５年生、６年生に７

０時間の外国語というところであり、その２分の１時間を配置しており

ますので、予算規模もかなり大きくなっております。 

 

進 藤 委 員  了解しました。 

 

本 多 教 育 長  よろしいでしょうか。ほかいかがでしょうか。 

 では、本報告を終了いたします。 

 続いて、日程第１、教育長職務代理者の指名についてを議題といたしま

す。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第２項により、教

育長が職務代理者を指名することとなっております。 

 現在は、橋本委員を教育長職務代理者として指名しておりますが、１０

月３０日をもって、その期間が終了いたします。 

 そのため、新たに令和２年１０月３１日からの教育長職務代理者とし

て、進藤委員を指名したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、進藤委員より御挨拶をいただきたいと思います。 

 

進 藤 委 員  このたび、教育委員会の重要な職務であります教育長職務代理者に就

任させていただくことになりました。教育長を補佐し、こどもたちの健や

かな成長のため、教育諸課題の解決に向け、職責を果たしてまいりたいと

存じますので、よろしくお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、就任の挨拶とさせていただきます。 

 

本 多 教 育 長  ありがとうございました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして、令和２年第１０回江東区教育委員会定例

会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 


